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■会員数︓28名

■免除者︓1名
■欠席︓1名

■出席者︓26名
■出席率︓96.30％

■3週間前出席率
 （修正後)︓88.00％
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点鐘︓野澤会長
合唱︓ソングリーダー︓戸澤会員
　それでこそロータリー
お客様紹介︓當麻会員
会長挨拶・会務報告︓野澤会長
幹事報告︓平野幹事
出席報告︓増田会員
ニコニコボックス︓髙野会員
お客様挨拶
委員長報告
卓話
謝辞・閉会点鐘︓野澤会長
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今年度会長テーマ 時を守り、場を清め、礼を正す
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④会長挨拶・会務報告 野澤会長

當麻会員

⑧お客様挨拶

③お客様紹介

⑤幹事報告 平野幹事

■ポールハリス・フェロー 
　野澤会長、野崎会員、赤木会員(マルチ3回)

光陰矢の如しというが、過ぎてみれば1年はアッと
いう間です。昔、長屋の連中が、正月だから酒を
飲んでいた。大家さんがきて、「いつまでも酒を
呑んでいるんじゃない、松の内。やがて来るぞよ、
年の暮れ」と言ったそうです。80歳にして作った
詩をご披露します。「私のひとりごと」人は駄目
だと思った時から駄目になる。やるぞと思った時
から行動が始まる。じっとしては何も始まらない。
人は常に行動するものだ。寝ていても動いている。
寝ていても脳や内臓は働いている。じっとしている
ときは死んだ時だ。だからじっとしていては申し訳
ない。私の心臓の鼓動は、1分間に80回。1時間に4
万8千回。1日に115万2千回。1年にしてみると、
何と4億2千48万回。私の年齢は80歳。私の心臓の
鼓動は、何と336億3840万回を超えました。この
鼓動が止まった時、私の人生が終わる時です。これ
からは無理をしないからもう少し付き合って。そん
なことを書いてみました。

・東京青梅RC 例会場名称変更のお知らせ
　かんぽの宿→亀の井ホテル
[回覧]
　地区大会の礼状/地区研修協議会収支報告/

1年前指名され、ためらいや
尻込みなどがあったが、良く
考えて受諾した。野澤会長、
平野幹事、会員の皆様、赤木
分区幹事のご協力により
ガバナー補佐の仕事が出来ま
したことに感謝致します。次年度北久保会長、
大仁田幹事の元、素晴らしい活動が出来ます事を
念願しています。地区で学んだことを今後当クラブ
に役立つように努めます。菱沼事務局さんにお礼申
し上げます。皆さんありがとうございました。

昨年分区幹事を指名され大丈夫かなと思っていたが、
やってみたら結構楽しかったです。様々な出会いが
ありました。それによって自分の幅が広くなったか
なという思いです。こうした機会を与えて下さった
当クラブに感謝いたします。

・地区大会の礼状の受理
・地区研修協議会収支報告の受理
・「ポリオデー ポータルサイト」開設のお知らせ
・ポール・ハリス・フェロー　マルチピンの受理
　赤木盛一会員・野澤秀夫会員・野崎一重会員
　上記3名 PHFマルチ3日目(ブルーサファイヤピン)
・東京女子学院中学校・高等学校IAC認証状伝達式
　7/23(土)13:30～＠校内フォンテーヌ

■入会予定者 菅原千稲様

■町田ガバナー補佐
■赤木分区幹事

■町田ガバナー補佐

■赤木分区幹事

⑦ニコニコBOX 髙野会員

　　　　　　　　　◆町田ガバナー補佐・赤木分区
　　　　　　　　　　幹事(多摩分区）︓野澤会長、
　　　　　　　　　　平野幹事、東京東村山RCの皆
　　　　　　　　　　様のお陰で、後日を役目す事が
　　　　　　　　　　できました。大変ありがとうご
　　　　　　　　　　ざいました。
　　　　　　　　　◆野澤会長・平野幹事︓菅原様
　ようこそおいで下さいました。一年間、会長・幹事
　として至りませんでしたが、大変お世話になりまし
　た。創立55周年の大きな節目を無事クリアでき、
　感無量です。ありがとうございました。
◆相羽会員︓野澤会長・平野幹事、一年間お疲れ様で
　した。次年度はゆっくりお休みください。
◆金子会員︓の沢会長・平野幹事、一年間お疲れ様で
　した。北久保次年度会長・大仁田次年度幹事、ご健
　闘を祈っております。21年間皆出席を続けてまいり
　ましたが都合により6月末日を以って退会させてい

合計︓86,511円　累計︓1,340,000円

　ただく事になりました。大変お世話になりました。
　菅原千稲さん、入会して頑張ってください。
◆戸澤会員︓野澤さん、平野さん、1年間ご苦労様です。
　北久保さん、大仁田さん、次年度頑張ってください。
◆小町会員︓一年間クラブ運営を野澤会長・平野幹事
　ご苦労様でした。55周年記念例会もご協力ありがと
　うございました。
◆赤木会員︓野澤会長・平野幹事、一年間大変お疲れ様
　でした。
◆樺澤会員︓野澤会長はじめ会員の皆様には、この1年
大変お世話になり、ありがとうございました。
◆當麻会員︓野澤会長・平野幹事1年間お疲れ様でした。
◆野村会員︓野澤会長・平野幹事、コロナ禍でのクラブ
　運営大変ご苦労様でした︕感謝︕︕
◆山本会員︓野澤会長・平野幹事一年間お疲れ様でした。
　会員の皆様、一年間例会運営委員会にご協力いただ
　きまして、ありがとうございました。
◆野崎会員︓野澤会長・平野幹事をはじめ役員の皆様、
　一年間ご苦労様でした。
◆北久保会員︓野澤会長・平野幹事、一年間大変お疲
　れ様でした。菅原千稲さん、2回目のご出席ありがと
　うございます。
◆土崎会員︓1ケ月脱走していた愛猫が見つかりました。
　知人の知人が保護しているところを連絡くださいま
　した。東村山の皆様はとても優しいと感謝の気持ち
　でいっぱいです。皆様いつもありがとうございます。
◆鈴木会員︓野澤会長・平野幹事、一年間お疲れ様で
　した。菅原千稲さん、ようこそいらっしゃいました。
◆菱沼事務局:会長・幹事をはじめ皆様方には今年度も
　大変お世話になり、ありがとうございました。思い
　もよらずコロナに感染しご迷惑をおかけしましたが、
　皆様からたくさんの励ましの言葉をいただき本当に
　感謝しております。これからもよろしくお願いいた
　します。
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東村山市本町の我楽多クラブ所属の時声を掛けて頂き、
21年間皆出席を続けていましたが、6月末を持って
退会させて頂くことになりました。お一人おひとりの
皆さんに、お世話になりました。クラブの益々のご
発展と会員の皆様のご隆盛を心から願っています。

１年前、野村直前会長から「役割をまっとうする」と
言葉を頂き、１年間やってきました。幹事という役割
をまっとうする自信はあったのですが、おこなって
みると自分に足りないものをつきつけられました。
役割が人を作るといいますが、それを体感した１年間
でした。成長を実感しましたし、まだまだ自分に伸び
しろがあると思っています。次年度この経験を生かし
幹事の延長戦を地区の幹事でおこなっていきないと
思います。

会長を受けることが決まったら早速会長方針の作成で
した。かねてより尊敬していた教育学者の森信三氏の
【職場復興の三原理】として唱えた【時を守り 場を
清め 礼を正す】この言葉を私自身の座右の銘として
おりましたので、引用させていただき、【ロータリー
復興】に置き換えスローガンとしました。私の方針と
しては、55周年といえど、コロナの終束が全く見え
ない中、事業活動はできなくても仕方ない、只々正常
なロータリー活動の復帰を願うのみであり、決して欲
は出さない、そう言い聞かせ活動方針も至ってシンプ
ルにスタートしました。数年に一度の任期初日の7/1
が例会日に当たりました、実は驚いたのは任期終了の
6/30も木曜日。こんな年は何年に1度でしょうか、
北久保さんに聞いてみないとわかりませんね。例年の
通り拝殿にて安全祈願祭を行い、上半期がスタートし
ました。そこで上半期と下半期の主な事業と出来事を
振り返ってみました。先週の例会で四大奉仕の各委員
長さんが細かく報告してくださったので、重複を避け、
私は三つの記念事業についてのみ振り返つてみました。
・コロナ禍なので事業活動はできなくてもいい、只々
正常なロータリー活動に復帰することだけを願い、
決して欲は出さない、そんなスリムな方針の中でスタ
ートしたとは申せ、三つの大きな事業を消化すること
ができました。

■榎本次年度クラブ管理委員長
7/8(金)18:30～食菜酒房「たきび」で「新旧会長
幹事・直前ガバナー補佐分区幹事慰労激励会」開催

■金子会員

⑨委員長報告

⑩クラブ協議会
～1年を顧みて クラブ奉仕部門～

■平野幹事

■野澤会長

司会︓平野幹事

一つは地区補助金の対象事業にもなるので、かねて
より提案中でした。ひとり親世帯への生活必需品の
支給事業を、社会福祉協議会のご協力を頂き実現する
ことができました。幸い土崎会員が仕事上社協との
繋がりが厚かつたので、とんとんと進みました、
ロータリーの人材の厚さですね。このことが大きく
評価され地域福祉大会では高額寄付団体を代表し、
式典壇上にて感謝状をいただきました。
次の事業はこれもかねてより検討中でした駅ピアノの
件です、三年後の5つの踏切の高架化により東村山駅
が改装されます、その新駅完成の暁にピアノを市に
寄贈し、駅ビアノとして活用してもらう、この事業も
市長はじめ行政の方々のご支援によりとなりました。
今、街角ピアノ、ストリートピアノ、駅ピアノ、空港
ピアノは世界中のブームとなってます、文化事業が
いまいちの当市にとって絶好のチャンス、このアイデ
アは相羽会員の案です。そしてわがクラブには市議会
議員の鈴木会員がおります。行政との対応はさすがで
した。
さて、三つ目の事業、それは日本体育大学桜華中学校・
高等学校インターアクトクラブ結成であります。
設立経過につきましては詳しくは申しませんが、今年
度嶋村文男ガバナーエレクトが地区拡大委員長であり、
当クラブより野崎会員も委員として出向しており、
その嶋村文男ガバナーエレクトの指導のもと多摩分区
初のIAT結成に至ったのであります。このことは我が
クラブ55年の歴史の中でひときわ輝くメモリーとなる
こと間違いありません。新たに設置されたインターア
クト委員会の中條委員長には何度も学校に足を運んで
のご努力には、只々感謝です。桜華校講堂で行われた
認証状伝達式では自信がないないと言いながら、立派
に司会をやり遂げた土崎会員には改めて敬意を表しま
す。
さて、3つの事業について述べましたが、忘れてはなら
ないのは記念式典のことです、小町実行委員長をはじ
め、実行委員の皆様には何度も打ち合わせをお願いし、
コロナ禍によりあらゆる公式行事や催しが中止せざる
を得ない真っただ中、期日と会場は抑えていただいた
ものの、一時は中止もやむをえない状況でしたが、
記念例会という形で、小規模でしたが実施でき、その
席で只今お話しした3つの事業を記念事業として発表
できたことは、小規模ながらも大成功でありました。
加えて一つの救いはクリスマス家族親睦会が開催でき
たことです、この時期なんでも中止、取りやめは最も
楽な決断でしょうが、久し振りの家族を含めての親睦会
を実行した英断に、改めて感謝感謝であります。大仁
田クラブ管理委員長の楽しいサンタさんは忘れられま
せん。
1年前の7月1日、任期初日の例会から私の大雑把な
記録を辿ってみました。これは北久保さんの几帳面な
記録には及びませんが、この会場での卓話例会が20回、
クラブ協議会が13回、ズーム例会が8回、合計40回で
した。この他振替例会が5回、これを含めると45回に
なります。休会を除いて45回開催したことになります。
この一年を振り返ると、コロナに振り回されながらも、
よくこれだけの事業活動が消化でき、55周年という
節目をクリヤーできたこと。これも過ぎてみれば夢の
ような1年でした、冒頭にお話ししましたが、会長を、
と言われた時、なんで今更、「災難だあ、悪夢だあ」、
と思ったことは事実でした。しかし1年が終わろうと
している今、災難は感謝と喜びに代わり、悪夢は希望
や生きがいに変わり、私自身を若返らせてくれました、
あの時断って老人クラブに没頭していたら、もっと
もっと老け込んでいたかもしれません。いやいや人生
100年時代、こんなこと言ったら老人クラブに叱られ
ます。この他にもクラブを代表した町田ガバナー補佐
及び赤木分区幹事には最終の新旧分区連絡会も無事に
打ち上げ、大変お疲れ様でした。また地区に出向され
た當麻さんは地区の職業奉仕委員長、なかなか出来る
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ものではありません。ベテランの野崎さんは拡大委員
として、またクラブプログラム委員長として、長年の
キャリアを発揮されました。若手のホープ平野さんは
デジタル化の副委員長として地区でもモテモテでした、
またバギオのプロ野村さんは国際大会には毎年参加し、
表彰ものです。この他土田さん、会計の大役と同時に
新入会員の益田さんを入会まで運んでくれた功績は
誠に大であります。この時期益田さんの入会は大変
貴重です、大いにロータリーライフを楽しんでくださ
い。そして終盤青少年交換の岡田さんの面倒を見てく
ださった金子さん、残念ながら退会なさるそうですが、
クラブの門はいつでも空いてますので。
そして皆様お一人お一人にお礼を申し上げたいところ
ですが、それには時間がなんぼあっても足りません、
どうか私の心の内をお汲み取りください。
結びに、日頃から思うにロータリーは多種多様な職業
人の集団です、個性豊かな知恵袋の集まり、言い換え
れば人材の宝庫です、この一年間東村山RCの人材に
助けられました、私は馬に乗っているだけの果報者で
した、【駕籠に乗る人担ぐ人、そのまた草軽を作る人】、
次年度北久保年度からは草軽を作る人に徹したいと
思います。どうか遠慮なくこき使ってください。
最後に老婆心ながら、金子さんには耳が痛いでしょう
が、ロータリーはやめないでください、ロータリアン
でいることは誇りです、世界中どこに行っても
ロータリーバッジは誇りの象徴です、価値観は人それ
ぞれですが、ロータリを批判する要素は何一つありま
せん、なぜならば「世界で、日本で、地域で、良い
ことをしよう」であるからです。同時に皆さんは
東村山ロータリークラブの宝です、この宝は決して
埋もれさせてはなりません。磨いてください。
この一年間本当にお世話になりました、心より厚く
御礼を申し上げ、感謝の言葉といたします。 
ありがとうございました。

⑪謝辞・閉会点鐘︓野澤会長
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